
漢字教材 
「わたしがしりたいせいかつ漢字」 

  (公財)東広島市教育文化振興事業団 

     多文化共生コーディネーター   間瀬尹久 

         にほんごきょうしつ東広島講師 大角知恵        



 Ⅰ なぜ、漢字教材か 

会話はできても 

漢字が識別できない 
     

責任のある地位に 

つけない 

 

子どもの学校からの
文書が理解できない 
 

 いつも誰かに頼る 
 

 自信が持てない 

 

漢字学習が必要 

就労者 日本人配偶者 



Ⅱ 漢字教材作成の目的・目標 

目的：①学習者の情報収集能力を高める。 

        ②日本語母語話者に発信する能力 

           を高める。 
 
目標：生活に即した、学習しやすい漢字教材 

        を作成する。 



Ⅲ 作成の方法 

１ 学習者から集める 

２ 指導者(講師・ボランティア）から集める 

３ 「カリキュラム案」を参考にした「テーマ」
に照らし合わせ、扱う漢字を選択 

４ 必要なイラスト、例文等を入れる 

５ やさしい日本語も入れた７言語での語彙
表を作成 

６ 書き順、読み方を書いた練習帳を作成 



 Ⅳ 扱った漢字 

  

  

  

  

  

  

テーマ 漢  字 

漢字紹介 木 山 川 日 車 目 口 

時間 月 日 時 

交通 出 入 西 駅 線 見 通 止 

買い物 
税 引 倍 上 冷 牛 豚 味 料 食 切 
番  

病気 病 熱 薬 受 救 

学校 中 学 語 会 休 

住まい 市 住 人 話 間 

災害 災 避 警   

給 票  



Ⅴ「カリキュラム案」と 
       照らし合わせる 

  生活上の行為の事例 単元数 

 Ⅰ 健康、安全に暮らす 16 

 Ⅱ 住居を確保する 1 

 Ⅲ 消費活動を行う 8 

 Ⅳ 目的地に移動する 5 

 Ⅴ 子育て・教育を行う 3 

 Ⅵ 仕事を得る 3 

 Ⅶ 人とかかわる 3 

 Ⅷ 社会の一員となる 7 

 Ⅸ 自身を豊かにする 1 

 Ⅹ 情報を収集・発信する 1 



Ⅵ 教材構成・特徴 

・キャッチーに 視覚に訴える 
・日常生活に必要な言葉を扱う 



Ⅵ 教材構成・特徴 
・レベル差にも対応できる 
・どんなところで使われているか 
 確認作業(写真を撮ってくる)が効果的 



Ⅵ 学習者の反応 

「むずかしい」    「おもしろそう」 

「読めればいい」 「書きたい」 

  言葉を「音」で覚える 

         「形」で覚える 

「一つ一つ」の言葉を覚える 

           意味を「類推」する 



Ⅶ 成果と課題 
成果 

①９０時間程度で学習しやすい漢字教材 

②レベル差にも対応できる。 

③目的が違う（読むだけでいい、書き方も覚えたい

など）学習者にも対応できる。 
 
課題 

①各学習者が学習した漢字をどの程度使える
ようになったのかについての検証が必要。 

②学習者が文字を使って地域に発信すると 

 いう日本語力の養成が必要。 
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(公財)東広島市教育文化振興事業団  

総人口：185 ,035 人 外国人登録者数：4,963 人  

対総人口比：2.68% (人口統計 H27 年 9 月末日現在 東広島市企画課の提供による)  

  

 
 

 
 
 

   
 

 日本語教室
①にほんごきょうしつ東広島  ②にほんごわいわい              

 

 

 

 

③ One-to-One にほんご ④ にほんごひろば U-18 

 

 
 

  

〇外国籍市民は、 

①教室に行きたくても行けない人がいる  

②さまざまなタイプとニーズがある  

③情報が伝わらない 

〇地域の日本語母語話者は、   

④外国人市民を知らない／外国人市民に出会わない  

⑤外国籍市民からの情報が受け取れない 

 

日本語教育事業の位置付け 

○日本語コミュニケーション能力向上  

○地域生活で必要となる知識を得る   

*日本社会､地域社会に関する学習機会  

*交流の場としても有効  

 

 

日本語教育 

日本語教室の立ち上げ 

 

人材養育成研修 

ボランティア講習会 

 

教材作成 

漢字テキスト 

「わたしのしりたいせいかつ漢字 

 

目的：①日本語学習機会の提供 

②生活情報提  

③地域住民の交流 

目標：情報を学習者に提供 

支援者は、役立つ情報が

何かに気づく。 

目的：日本語ボランティアの役割を踏ま

え、日本語支援の方法を知る。 

目標：日本語支援者をふやす。 

目的：①学習者の情報収集能力を高める。 

②日本語母語話者に発信する能力 

を高める。 

目標：生活に即した、学習しやすい漢字教

材を作成する。 

生活に必要な情報を与えた。 

地域住民との関係づくりの基礎を構築。 

実践を交えた講習により、ボランティアの

役割を伝えることができた。 

90時間程度で学習しやすい漢字教材。 

レベル差にも対応できる。 

開催時間、広報のあり方に課題。 

日本語の能力評価をどのようにするか。 

 

すべてに参加した人はわずか 1名。 

「地域日本語教室は多文化共生社会推

進のための活動」という理念を十分に伝

えられなかった。 

①各学習者が学習した漢字をどの程度

使えるようになったのかについての検

証が必要。 

②学習者が文字を使って地域に発信

するという日本語力の養成が必要。 

目
的 

目
標 

成

果 

課

題 

① 多文化共生の社会を目指すとは 

② 多文化共生を目指した活動とは 

③ 活動の実際  

ⅰ安芸高田市 国際交流協会   

ⅱ呉市ひまわり 21  

④ 日本語について 

ⅰ 日本語はどんな言語か  

ⅱ 日本語の特徴  

ⅲ 日本語の音声 

⑤ 日本語支援の方法 

 ⅰ コミュニケーションのための技術 

 ⅱ 学習者の生活の質を上げるための 

日本語教材とその利用方法 

連携 
北部：中小企業組合 
南部：漁業協同組合 


